




























































































































方を一新 し,光琳派の全 く新 しい見方を示し
た。 このことは,美術工芸振興を目指す京都
にとって,新 しい図案を造 り新たなる可能性
を提示 したと言えるだろう。
浅井以後の光琳派の近代的意義を汲み取り,
近代の光琳派に変容 させつつ も,光琳派の歴
史的そ して精神的な文脈を踏襲する神坂の光
琳派の捉え方は,多 くの図案集や雑誌の編集
に携わ り,佳都美会を設立 して産業化の進ん
だ時代に合 う新たな図案の創出,そ して新た
な販売ルー トとさらなる需要の拡大をねらっ
た展覧会の開催,な どという近代京都に大き
な影響を与えた神坂の活躍により,新しい京
都の伝統,新 しい京都の古典として,対 外的
に積極的に示 され,神坂の光琳派の捉え方は
近代京都の主流 となったと言える。
近代の京都は,京都美術協会の設立方針が
示す通り,江戸期までの豊潤な社寺等の什宝
である古美術など,江戸期との連続性を都市
の独 自性 として打ち出していた。このように
伝統を打ち出す近代京都の美術工芸界におい
て,光琳派の古典のイメージは重要であった。
と同時に,従来まで光琳模様の工芸品を作 り
出してきた良質の工房が多数存在するととも
に,応用 しやすい光琳派の造形上の特質とそ
のな じみ深さから,現実的にも光琳派は適用
するのに有効であったことは事実であろう。
従来の古典のイメージとそれを支える確かな
技術,さ らに,新 しい近代的造形性とを併せ
持ち,多 様に展開した光琳派は,美術工芸の
振興 をはかるこの時期の京都を,極めてよく
象徴 していると言えるのである。
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